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梅
雨
の
時
期
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
▽
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）

線
状
降
水
帯

知
っ
て
い
ま
す
か
？

災
害
に
備
え
る

　

自
然
災
害
と
い
う
と
地
震
や
台
風
を
想
像
す
る
人

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
毎
年
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
す
の
は
梅
雨
前
線
に
よ
る
水
害
が
多
い
で

す
。
特
に
梅
雨
末
期
は
、
線
状
降
水
帯
も
発
生
し
や

す
く
注
意
が
必
要
で
す
。

　
前
線
の
南
側
で
は
同
じ
と
こ
ろ
で
次
々
と
積
乱
雲

が
発
生
し
、
線
状
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
強
度
や
範

囲
な
ど
か
ら
、
線
状
降
水
帯
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
線
状
降
水
帯
が
発
生
す
る
と
、
狭
い
範
囲
で
集
中

豪
雨
と
な
り
、
土
砂
災
害
や
洪
水
が
発
生
し
、
大
き

な
災
害
に
発
展
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
か
ら
県
単
位
で
の
線
状
降
水
帯
発
生
の

予
測
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
線
状
降
水
帯
は
、
海

上
で
の
湿
っ
た
空
気
の
状
況
や
地
形
の
影
響
、
上
空

の
風
速
や
気
温
な
ど
の
情
報
に
よ
り
解
析
さ
れ
ま
す

が
、
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
未
解
明
な
点
も
多
く
、
予

測
が
難
し
い
現
象
で
す
。

　
線
状
降
水
帯
発
生
の
的
中
率
は
低
い
と
感
じ
る
人

も
い
ま
す
が
、
発
生
す
る
と
大
き
な
災
害
に
至
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
気
象
台
で
は
、
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
て
、
災
害

が
起
き
る
可
能
性
が
急
激
に
高
ま
っ
て
い
る
場
合
、

「
顕
著
な
大
雨
に
関
す
る
情
報
」
を
発
表
し
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
既
に
災
害
が
発
生
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
ち
に
安
全
な
所
へ
避
難
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
大
雨
に
関
す
る
情
報
」
で
線
状
降
水
帯

に
関
す
る
記
述
が
あ
る
と
き
は
、
避
難
準
備
を
行
い
、

気
象
情
報
や
避
難
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
災
害
発
生
時
の
危
険
な
場
所
を
知
る

　
芦
屋
町
総
合
防
災
マ
ッ
プ
で
、
災
害
の
お
そ
れ
が

あ
る
危
険
な
場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
災
害
に
よ

っ
て
は
自
宅
の
２
階
に
避
難
し
、
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※�

芦
屋
町
総
合
防
災
マ
ッ
プ

は
、
芦
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
芦
屋
町
役
場
２
階
、
総

務
課
窓
口
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

②
備
蓄
品
な
ど
の
準
備
・
点
検

　
災
害
に
備
え
、
非
常
時
用
備
蓄
品
や
非
常
時
持
ち

出
し
品
の
準
備
・
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
備
蓄
食
糧
の
賞
味
期
限
の
確
認
や
懐
中
電
灯
の
電

池
の
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
所
の
場
所
を
確
認

　
災
害
時
に
避
難
す
る
指
定
避
難
所
は
、
中
央
公
民

館
と
総
合
体
育
館
で
す
。
災
害
規
模
や
避
難
者
数
に

合
わ
せ
て
他
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
（
学
校
や
公
民

館
な
ど
）
を
開
設
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

総合防災マップ
町ホームページ

▷気象庁ホームページより

線状降水帯の代表的な発生メカニズム

④�上空の風の影響で積乱雲や
　積乱雲群が線状に並ぶ

③�大気の状態が不安定で
　湿潤な中で積乱雲が発達

②�局地的な前線や地形などの影響で
　空気が持ち上がり雲が発生①低層の中心に大量の暖かく

　湿った空気の流入が持続
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④
気
象
情
報
・
災
害
情
報
の
入
手

　
災
害
か
ら
避
難
す
る
に
は
、
い
ち
早
く
正
し
い
情

報
を
入
手
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
次
の
も
の
か
ら

情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
（
ｄ
ボ
タ
ン
な
ど
）

◇
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
防
災
速
報
ア
プ
リ

※
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
登
録
な
ど
が
必
要
で
す
。

◇
ふ
く
お
か
防
災
ナ
ビ
・
ま
も
る
く
ん

※
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

⑤
避
難
情
報
の
入
手

　
町
で
は
、
気
象
情
報
や
災
害
情
報
に
応
じ
て
、
避

難
情
報
や
避
難
所
開
設
情
報
を
発
表
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
情
報
は
、
戸
別
受
信
機
や
ふ
く
お
か
防
災
ナ
ビ・

ま
も
る
く
ん
な
ど
に
よ
り
皆
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　
危
険
な
場
所
に
い
る
人
は
、
避
難
情
報
に
応
じ
た

行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
芦
屋
町
で
は
、
戸
別
受
信
機
を
各
戸
に
無
償
配
布

（
貸
与
）
し
て
い
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
か
ら
は
、「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
か
ら
の

緊
急
情
報
、
災
害
時
の
避
難
情
報
、
災
害
後
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
（
食
料
や
飲
料
水
の
配
布
な
ど
）
に
関
す

る
情
報
、
住
ん
で
い
る
自
治
区
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
情
報
な
ど
を
、
皆
さ
ん
に
速
や
か
に
正
確
に
伝
え

る
た
め
、
音
声
や
文
字
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
命
に
係
わ
る
大
切
な
情
報
も
配
信
し
ま

す
の
で
、
確
実
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
設
置
方
法

が
わ
か
ら
な
い
人
や
貸
与
を
希
望
す
る
人
は
、
庶
務

係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
家
か
ら
出
か
け
る
と
き
に
は
鍵
を
か
け
ま
す
。
こ

れ
は
泥
棒
か
ら
大
切
な
も
の
を
守
る
た
め
の
行
動
で

す
。

　
土
砂
災
害
や
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
、
家
財
だ
け

で
な
く
命
を
失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
に
鍵
を
か

け
る
行
為
と
同
じ
で
、
避
難
行
動
は
大
切
な
命
を
守

る
行
動
で
す
。

　
「
避
難
行
動
が
無
駄
だ
っ
た
」
は
、
何
回
あ
っ
て

も
い
い
の
で
す
。
し
か
し
、「
避
難
行
動
を
し
て
お

け
ば
よ
か
っ
た
」
は
一
回
で
も
大
変
な
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
「
避
難
行
動
」
と
は
、
災
害
と
い
う
「
難
を
避
け

る
行
動
」
で
す
。
災
害
に
対
し
て
自
宅
が
安
全
な
ら

避
難
所
に
行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自

宅
が
安
全
で
な
い
な
ら
迷
わ
ず
避
難
所
な
ど
に
避
難

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

▷戸別受信機

大
切
な
避
難
行
動

ふくおか防災ナビ・まもるくん

ふくおか防災ナビ・まもる
くん（App Store 用）

ふくおか防災ナビ・まもる
くん（Google Play 用）
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〈協定内容・協定締結先〉
①�町が福祉避難所を開設したときに、障がいがあり、特別な配慮を要する人のために、避難所に生活支援員を
派遣してもらうこと

法人名 施設名 対象者 所在地

社会福祉法人 遠賀中間会 障がい福祉サービス事業所 みどり園 障がい者 緑ヶ丘 4-42

②�町が設置する避難所では受け入れが難しい在宅の重度の要介護者を町内の福祉施設で受け入れてもらうこと
法人名 施設名 対象者 所在地

社会福祉法人 孝
こうとくかい

徳会 介護老人保健施設
リカバリーセンターひびき 高齢者 大字芦屋 1145-3

社会福祉法人 正勇会 特別養護老人ホーム 
ソレイユ芦屋 高齢者 大字山鹿 122-1

社会福祉法人 まつかぜ会 特別養護老人ホーム 
まつかぜ荘 高齢者・障がい者 緑ヶ丘 2-2

町内の福祉施設と災害時の支援に
関する協定を締結しています

▼問い合わせ　要介護高齢者に関すること＝高齢者支援係　　 （☎２２３‐３５３６）
障がい者に関すること＝障がい者・生活支援係（☎２２３‐３５３０）

もしもの災害に備えて、地域でつながりをつくろう

　突然起こる災害から身を守るためには、日頃からの備えや迅速な避難が
必要です。そのため、町では災害時に自力で避難することが難しい人の避
難支援が円滑に行えるよう、避難行動要支援者名簿を作成しています。

避難行動要支援者名簿とは 地域で安心して暮らすために 避難行動要支援者
名簿の取り扱い

　災害時に支援を必要とする高齢
者や障がい者などのうち、名簿登
録に同意した人の名簿です。
　この名簿は毎年更新して、地
域の自主防災組織や自治区、民
生委員・児童委員、消防署へ提
供しています。
　名簿は、平常時には、地域での見
守り活動や要支援者の情報共有、避
難支援計画の作成資料などとして活
用され、災害時には、避難支援や安
否確認などに役立てられます。

　「避難行動要支援者名簿」の活用は、災害時に、
地域の助け合いにより被害を減らそうとする「共助」
の取り組みのひとつです。地域での支援が円滑にで
きるように、自治区への加入など、地域の皆さんで
日頃から交流を深めておくことが大切です。
　もしもの災害に備えて、避難行動要支援者名簿
を活用し、支援が必要な人たちを知ること、地域
での関係づくりや日頃からの声かけや見守り、支
えあいマップの作成、避難訓練などに地域で取り
組んでみませんか。
　支えあいマップ作成は、高齢者支援係または芦屋
町社会福祉協議会へ相談してください。

　避難行動要支援
者名簿を取り扱う
人は、町が行う個
人情報保護に関す
る研修を受講した
人だけです。
　また、守秘義務も
課せられています。

※�名簿への登録を希望する人は、各自治区長または高齢者支援係へ相談してください。
※名簿への登録は強制ではありません。
※�名簿への登録は、災害時の避難支援を保証するものではありません。また、避難を支援する人が支援す
る義務や法的な責任を負うものではありません。

▼問い合わせ　高齢者支援係（☎２２３‐３５３６）
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私たちの手で支えあいの地域をつくる

⑤

―芦屋町のボランティア団体　紹介シリーズ１　「虹の会」―

▼問い合わせ
芦屋町社会福祉協議会（☎２２２- ２８６６）

広報あしや　2025.6

　町内では、「芦屋町手をつなぐリボンの会」というボランティア団体が活動しています。
その中に６団体が所属しており、様々な分野の活動をしています。今回は「虹の会」を
紹介します。

　虹の会 (結成して約30年 )
◆活動場所　町民会館１階　図書室
◆活動日時　毎月第２・４日曜日・午前11時から正午　
◆活動人数　４人
◆活動に込めた想い
　私たちは絵本や折り紙をとおしてふれあうことに、とても幸せを感じています。最近のこど
もたちは、本に直接触れる場面が、今までに比べて少なくなっているように感じています。こ
の会に参加することで、本を読んだり折り紙をしたりする機会が増えてほしいと思い活動して
います。
　親子で絵本に興味を持ってもらい、絵本を大好きになってもらえるとうれしいです。

【活動レポート】
　２歳～小学４年生くらいまでのこどもたちが参加してい
ます。まずは自己紹介。今回はみんなで歌に合わせて、そ
の日に食べた朝ごはんの話をしました。こどもたちは自然
に周りの友達とコミュニケーションを取ることができ、恥
ずかしさも和らいでいきました。
　読み聞かせの本は、季節や来てくれたこどもたちに合っ
た絵本を選びます。また、この日は読み聞かせだけではな
く、折り紙をしました。全集中で折り、出来上がったチュ
ーリップを見てとても喜んでいました。
　読み聞かせや折り紙をとおして、相手を思いやる心、人
とのつながりを大切にすることを体験しています。
　保護者からは「こどもたちも毎回行くのを楽しみにして
います。今後も参加したいと思います」と喜びの声が聞か
れました。

　虹の会の活動に興味がある人、見学・入会をしてみたい人は、芦屋町社会福祉協議会に
連絡してください。



　あなたの周りで起きた出来事や楽しい
話題、イベントなどの身近な情報をお待
ちしています。

▽問い合わせ　シティプロモーション係
　（☎２２３‐３５７１）

ま ち の わ だ い

� 4 月 15 日～ 17 日　イエローチョーク作戦普及活動
犬のふんを放置する飼主さんへ警告犬のふんを放置する飼主さんへ警告

� 4月 20 日　町内卓球大会
白熱した卓球大会白熱した卓球大会

　総合体育館で卓球大会が行われました。町内に住んでいる
人や勤務している人、町内の卓球クラブに所属している人が

参加し、試合はダブルスのリーグ戦
で行われました。息の合ったプレー
や華麗なスマッシュが決まり、白熱
した試合が繰り広げられました。ポ
イントが決まるたびに歓声があがり、
大会は大いに盛り上がっていました。

　芦屋町図書館の「特別おはなし会」が
行われました。図書館ボランティアの皆
さん（にじの会、めるへん、おはなしト
ントン、お話しポケット）が、大型紙芝
居や絵本の読み聞かせなどを行い、こど
もたちは集中しておはなしの世界に入り
込んでいるようでした。また、小中学生
の図書館ボランティア（フレンズ Jr.）が
受け付けや参加賞の配布を協力して行っ
ていました。

� 4 月 27 日　特別おはなし会
みんなで本を読んでみよう「子ども読書の日」みんなで本を読んでみよう「子ども読書の日」

　花美坂区でイエローチョーク作戦普及活動を行いました。イ
エローチョーク作戦とは、放置された犬のふんの周りを黄色い
チョークで囲み、横に確認した日付を記載することで、ふんの
放置を強調し飼い主へ警告し、環境美化に取り組むものです。

普及活動では、チラシと黄色のチョークを
配布し、犬の散歩をする人に作戦への協
力をお願いしました。配布された人は、「散
歩していて、よくふんがそのままになって
いる。ちゃんと拾ってくれるように私たち
も協力します」と話してくれました。
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� ４月 18日～ 27日　2025バーミリオン展
芦屋町の芸術を楽しもう！芦屋町の芸術を楽しもう！

　ギャラリーあしやで「芦屋スケッチさんぽ同好会」と「ア
トリエ K同好会」合
同の展覧会が行われま
した。「バーミリオン」
とは朱色の一つで日本
の伝統色の橙色のこと
であり、その色のとお
り元気になれる、暖か
い展覧会でした。

� ４月 10 日　３小学校入学式
ワクワクとドキドキで胸いっぱい！ワクワクとドキドキで胸いっぱい！

　町内３小学校で入学式が行われました。芦屋東小学校では、
色とりどりのランドセルを背負った新１年生 21人が登校しま
した。はじめは、新しい環境に少し緊張している様子でしたが、
上級生からのお祝いの言葉の後には大きな声で「ありがとう
ございます」と言ったり、式の終わりの学級開きでは、緊張
が解け笑顔が見られました。今年度は、山鹿小学校 42人、芦
屋小学校 24人、３小学校計 87人が新１年生になりました。
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福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

２
０
２
５
in
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ　

　

福
祉
の
仕
事
を
希
望
す
る
人
に
社
会
福
祉

施
設
・
事
業
所
へ
の
就
職
援
助
を
行
い
、
福

祉
人
材
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽�
と
き　
６
月
28
日
土
・
午
前
10
時
～
午
後

４
時
30
分

▽�
と
こ
ろ　
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
中

央
区
）

▽�

内
容　
就
職
面
談
会
・
福
祉
関
係
資
格
・

求
職
相
談
、
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
（
要
予

約
）、
就
活
応
援
コ
ー
ナ
ー

▽�

対
象　
社
会
福
祉
施
設
・
事
業
所
へ
の
就

職
希
望
者
（
資
格
・
経
験
不
要
）

▽�

託
児　
生
後
５
カ
月
～
就

学
前
の
託
児
あ
り（
無
料
）

※�

事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
〈
０
９
２
〉
５
８
４
‐
３
３
１
０
）

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る

第
12
回
特
別
弔
慰
金

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
令

和
７
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
、「
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど

を
受
け
る
人（
戦
没
者
な
ど
の
妻
、父
母
な
ど
）

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
遺
族
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①�
令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③�

戦
没
者
な
ど
の（
１
）父
母
、（
２
）孫
、（
３
）

祖
父
母
、（
４
）
兄
弟
姉
妹

※
（
）
内
の
数
字
は
優
先
順
位

※�

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ

り
ま
す
。

④�

右
記
の
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
三

親
等
以
内
の
親
族
（
甥お
い
、
姪め
い
な
ど
）

※�

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
の
生
計
関
係
が
あ
っ
た
人
に
限
り

ま
す
。

▽�
必
要
書
類

　

�

①
請
求
書
、②
現
況
申
立
書
、③
委
任
状（
代

理
人
が
請
求
す
る
場
合
）、
④
請
求
者
の
戸

籍
抄
本
（
令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
発
行

の
も
の
）、
⑤
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）、
⑥
そ

の
他
必
要
な
書
類
（
請
求
者
や
親
族
の
状

況
に
よ
っ
て
、
戸
籍
や
書
類
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※�

①
～
③
は
福
祉
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
③
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

代
理
人
が
請
求
す
る
場
合
は
、
代
理
人
と

請
求
者
双
方
の
本
人
確
認
書
類
や
委
任
状

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▽�

請
求
期
限　
令
和
10
年
３
月
31
日

▽�

支
給
内
容　
額
面
27
万
５
０
０
０
円
（
５

年
償
還
の
記
名
国
債
）

▽�
問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支
援
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

税
務
職
員
採
用
試
験

▽�

応
募
資
格　
①
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在

で
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
人
。
令
和
８
年
３
月

ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

　
②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
に
準
ず
る
と

認
め
る
人

▽�

受
付
期
間　
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
】

　
６
月
13
日
金
〜
25
日
水
（
受
信
有
効
）

※�

受
験
案
内
を
確
認
し
、申
し
込
み
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

１
次
試
験
日　
９
月
７
日
日

▽�

２
次
試
験
日　

10
月
15

日
水
～
24
日
金
の
う
ち

指
定
す
る
日

▽
問
い
合
わ
せ

◦�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し

込
み
に
関
す
る
こ
と
＝
人
事
院
人
材
局
試

験
課
（
☎
〈
０
３
〉
３
５
８
１
‐
５
３
１

１
内
線
２
３
３
３
）

◦�

そ
の
ほ
か
試
験
に
関
す
る
こ
と
＝
福
岡
国

税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係
（
☎
〈
０

９
２
〉４
１
１‐０
０
３
１
内
線
２
４
３
２
）

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

遠
賀
支
部
移
転

　

介
護
保
険
広
域
連
合
遠
賀
支
部
の
事
務
所

が
移
転
し
ま
す
。

▽�

移
転
予
定　
６
月
13
日
金
ま
で
現
在
の
事

務
所
で
業
務
継
続
、
14
日
土
移
転
実
施
、

16
日
月
か
ら
新
事
務
所
で
業
務
開
始

▽�

移
転
先
住
所　
岡
垣
町
百
合
ヶ
丘
二
丁
目

15
番
１
号（
旧
岡
垣
町
憩
の
家
こ
と
ぶ
き
荘
）

▽�

電
話
番
号　
（
☎
２
９
１
‐
５
２
６
６
）

※
以
前
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

そ
の
他　
介
護
保
険
に
関
す
る
手
続
き
は
、

今
ま
で
ど
お
り
遠
賀
郡
内
各
町
役
場
の
介
護

保
険
担
当
課
窓
口
で
で
き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
遠
賀
支
部
（
☎
２
９
１
‐
５
２
６
６
）

みんなの

ひろば

ふくふくネット

国税庁
ホームページ
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マチルダによろしく
福澤　徹三　著  

　コロナ禍で大学を中退
した壮

そう ま
真は、金に困って

シェアハウスに移り住む。
同居人は無愛想な女の子
と四十すぎのフリーター。
そこへ引っ越してきたの
は 30 年の刑期を終えた
元ヤクザの鳶

とびい
伊だった。

■休館日　�２日月、９日月、16日月、23日月、
26日木、30日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前 10 時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ６月

と　き 　　出　演・催　し　　
４日水 赤ちゃんおはなし会たっち
８日日 にじの会
14 日土 お話しポケット
22 日日 にじの会

※時間はいずれも午前 11時からです。

�
△

ところ　おはなしのへや

定例おはなし会

新 着 図 書

注目の一冊

　梅雨の季節に合わせて、雨がテーマの絵本や紙芝
居、読み物などを集めています。また、梅雨の時期を
快適に過ごすために参考になる本もそろえています。
雨の日は借りた本を家でじっくり読むのも良いです
が、図書館で雨の音を聞きながら読書してみませんか。

△ �

とき　６月７日土・午後 1 時から
（上映時間 136 分）△

ところ　多目的室△ �

上映作品　「52ヘルツのクジラたち」△

定員　40人（事前申し込み先着順）△ �
申込受付　５月８日木から定員に
達するまで、電話または図書館
カウンターで受け付け△ �

内容　傷を抱え、東京から海辺の街の一軒家に移
り住んだ貴

き こ
瑚は、虐待され声を出せなくなった「ム

シ」と呼ばれる少年を見過ごすことができず、一
緒に暮らし始める。切なる想いの先に、胸を揺さ
ぶる希望の光を届けてくれる、愛の物語。

大人の上映会

【一般書】
口出し屋お貫

かん
中島　要� 著

珈
コーヒー

琲怪談 恩田　陸� 著
嘘と隣人 芦沢　央

よう
� 著

団地メシ！ 藤野　千
ち や

夜� 著

【児童書】
Ｑ世代塾の問題児たち 石川　宏

ひ ろ ち か
千花� 作

猫ユーレイの宝箱 富安　陽子� 作
大ピンチずかん３

スリー
鈴木　のりたけ� 作

少年とクスノキ 東野　圭吾� 作
もりのあさ 出久根　育� 作

「物語に降る雨」特集

●
浜は

ま
ゆ
う

木
綿
俳
句
会

灯
さ
ず
に
ひ
と
り
窓
辺
に
花
明
り

�

野
口
加
津
美

山
門
に
五い

ほ

だ

ん

百
段
見
上
ぐ
花は

な

づ

く

よ

月
夜

�

池
田
千
恵
子

ひ
と
つ
づ
つ
灯
る
ぼ
ん
ぼ
り
夕
桜

�

吉
住　
利
枝

花
散
ら
す
時
の
彼
方
を
船
過よ

ぎ

る

�

池
田　
幸
利

●
水
茎
短
歌
会

公
園
の
小
枝
に
揺
れ
い
し
鍵
の
あ
り

夕
暗
れ
に
聞
く
「
あ
っ
た
」
の
声
を

�

宮
﨑
佐
代
子

不
用
品
の
箱
に
転
が
る
オ
ル
ゴ
ー
ル

と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

�

村
上　
一
惠

股
関
節
脱
臼
し
三み

つ
き月
入
院
す

裏
戸
鍵
せ
ず
窓
開
け
し
ま
ま

�

田
中
勢
津
子

戸
締
り
は
ち
ゃ
ん
と
し
た
よ
と
独
り
言ご

つ

又
も
気
に
な
り
鍵
確
か
め
る

�

後
藤　
征
子

俳
句
・
短
歌４月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人83
人93死亡

人0 ６
人13

令和７年４月末日現在 令和６年４月末日現在

人　口
男　性6,086

女　性6,482
世帯数6,343

人

人 6,220

6,596
6,402 世帯

人

人
世帯

12,568 人 12,816 人
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　芦屋町では、これまでの町の取り組みに対する住民の皆さんの評価や、これからのまちづくり
に対する意見を聞くため、コミュニティ活動状況調査（アンケート調査）を行いました。
　その調査結果を報告します。
※詳しい調査結果は、町のホームページや行政情報コーナー（芦屋町図書館 2階）で確認できます。

満足度が高い取り組み 重要度が高い取り組み

１ 上水道の安定供給 １ 地域医療の充実

２ 下水道の管理運営
２

犯罪などの防犯対策

３ 健康づくり事業の充実 上水道の安定供給

４ 児童福祉、子育て支援の充実 ３ 下水道の管理運営

５ 火事などの消防対策
４

児童福祉、子育て支援の充実

火事などの消防対策

■まとめ
　�　今回の満足度の平均は2.87で、前回（令和４年度）の2.97から0.10ポイント低下しています。
調査結果から芦屋町の課題を抽出し、今後のまちづくりに生かしていきます。

満足度が低い取り組み 重要度が低い取り組み

１ 商店街などの中心市街地の整備 １ 男女共同参画の推進

２ 公共交通機関の利便性 ２ 人権教育の推進

３
犯罪などの防犯対策 ３ レクリエーション、スポーツの振興

雇用対策や就業環境の向上
４

生涯学習の充実

４ 生活環境の向上 地域などのコミュニティの活性化

令和６年度令和６年度

▽ �問い合わせ　企画係（☎２２３‐３５７０）

コミュニティ活動状況調査結果コミュニティ活動状況調査結果
令和６年度

広報あしや　2025.6 ⑩

■調査概要
　○調査期間　　　令和６年 11月
　○調査方法　　　郵送配布、郵送またはインターネットによる回答
　○調査対象　　　18歳以上の町民
　○配布枚数・回答率

■満足度・重要度の調査結果
　�　これまでの町の取り組み 39項目に対して、住民の皆さんが感じている「満足度」と「重要度」
の高かったものと低かったものは、次のとおりです。

配布数 回答数 回答率

2000枚 723件
郵送� 545 件

36.2％
郵送� 27.3％

インターネット� 178 件 インターネット� 08.9％

ホームページ



　○満足度と重要度の相関図による分析
　　�　満足度は、「満足」「やや満足」の回答と「やや不満」「不満」という回答があります。このため、「満足度」

を的確に分析するために平均評定値（加重平均値）で指標化を行いました。重要度に関しても同様です。指
標化した各取り組み項目の満足度と重要度を、A～Dの４つの区画上に整理したものが下の図です。町は、
図のA～Dの区画にある取り組みに対して、「重点化」「見直し」「現状維持」などに分けて取り組みます。

【Ｃの区画】

重要性も低いが満足されていない取り組み
のため、原因を分析し、改善に努めます。

【Ｄの区画】

一定の満足を得られているが重要性は低い取り
組みのため、現状を維持しながら、必要に応じた
見直しを進めます。

【Ｂの区画】
一定の満足を得られているが重要性の高い取
り組みのため、現状を維持しながら必要に
応じた改善に努めます。

不満　　　　　　　　　　　　　　満 足 度� 満足

【Ａの区画】
重要性は高いが満足されていない取り組みの
ため、最も重点的に取り組んだり、見直しを
図ったりします。

24 

公共交通機関の利便性

道路網の利便性や生活道路の整備

交通安全の推進

上水道の安定供給

下水道の管理運営

地震や風水害などの防災対策

火事などの消防対策

犯罪などの防犯対策

町並み、景観の向上

公園や緑地の充実

ごみの資源化や減量化

海や川などの自然環境の保全

生活環境の向上

農業の振興

漁業の振興

商業の振興

商店街などの中心市街地の整備

観光の振興 イベントの開催

地域医療の充実

健康づくり事業の充実

高齢者福祉の充実

障がい者福祉の充実

児童福祉、子育て支援の充実

学校教育と就学前の教育の充実

生涯学習の充実

公民館などの社会教育施設の充実

人権教育の推進

地域などのコミュニティの活性化

レクリエーション、スポーツの振興

歴史・文化の振興

国際交流の推進

男女共同参画の推進

雇用対策や就業環境の向上

町内情報通信基盤の整備

町の情報の積極的な公表・発信まちづくりへの住民参画・協働

ボートレース事業の振興

行財政改革の推進

2.40

2.50

2.60

2.70

2.80

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

3.50

3.60

2.00 2.20 2.40 2.60 2.80 3.00 3.20 3.40 3.60

満足度平均

2.87

重要度が高く、

満足度が低い

（重点化・見直し領域）

Ａ
重要度、満足度

ともに高い

（現状維持領域）

Ｂ

重要度、満足度

ともに低い

（改善・見直し領域）

Ｃ
重要度が低く、

満足度が高い

(現状維持・見直し領域)

Ｄ

重要度平均

3.08

満足度平均
2.87

重要度平均
3.08

重
要
で
あ
る

重 

要 

度�

重
要
で
な
い
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　芦屋町では、「まちづくりは町民全員が協働して行うもの」と考え、町政への提案
や意見などをいただく「町長への手紙」と、「ご意見箱」があります。今回は、令和
6年度にいただいた町長への手紙・ご意見箱の中から抜粋して紹介します。
�

△ �

問い合わせ　シティプロモーション係（☎２２３‐３５７１）

町長への手紙 ・ ご意見箱

�役場の古着や段ボール回収
ボックスを休日も使えるよ
うにしてほしい。

　自分で行くことができず、休日にこども達に
連れて行ってもらっても、鍵がかかっていて使
えないため困っています。　　（80歳代・女性）

令和 6年度　受付状況
■年代別受付人数

町長への手紙 ご意見箱
受付（人）構成比（％）受付（人）構成比（％）

19歳以下 2 3.6 0 0
20・30代 7 12.7 2 13.3
40・50代 15 27.3 7 46.7
60 歳以上 21 38.2 3 20.0
不　明 10 18.2 3 20.0
計 55 100.0 15 100.0

■性質別受付件数（１通に複数の内容あり）
町長への手紙 ご意見箱

受付（件）構成比（％）受付（件）構成比（％）
意見・提案 11 14.7 3 16.7
要望・苦情 59 78.7 15 83.3
お礼など 5 6.6 0 0
計 75 100.0 18 100.0

○�町長への手紙やご意見箱は、町民の皆さんの
声を町政に反映させるためのものです。まち
づくりの提案や意見、日常生活の中で感じて
いることをお寄せください。
　○�町長への手紙やご意見箱は、個人のプライバ
シーや利害にかかわるもの以外は、差出人へ
返事を送ります。できるだけ、名前と住所な
どを記入してください。なお、誹

ひぼうちゅうしょう

謗中傷の類
たぐい

は受け付けません。
　△ 町長への手紙（用紙）の設置場所
　�役場２階企画政策課、町民会館、中央公民館、
山鹿公民館、芦屋東公民館
　△ ご意見箱
　�　町のホームページ（トップページ下部）に
ある「ご意見・ご提案」からお寄せください。

⑫

�芦屋町でイベントがあるとき
は放送を流すなど広告宣伝す
るべき。

　芦屋町でイベントがあるときは放送を流して注
目させるのはどうでしょうか。　　　　　（匿名）

�町のホームページ、公式
LINE、公式 Instagram、公
式 Facebook、戸別受信機
にて発信していますが、よ
り効果的な情報発信に取り
組んでいきます。

　手元に情報が届くよう公式 SNS の友だち追加
やフォローをお願いします。　　　（企画政策課）

回答

手紙

公式 Facebook公式 Instagram公式 LINE

�平日の８：30 ～ 17：15 の
み使えます。

　休日などは、回収ボックスがいっぱいになった
場合や本来回収していないものが入った場合など
に対応できないため、利用時間は、平日の開庁時
間中のみとしています。平日の利用が難しい場合
は、自治区で実施している資源物回収（廃品回収）
を利用してください。　　　　　　 （環境住宅課）

回答

手紙
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皆さんはルッキズム（外見至上主義）を
知っていますか？

▽問い合わせ　社会教育係（☎２２３‐３５４６）

　「色白のほうが美しい」、「見た目がよいから採用されたのでは？」というような言葉
を聞いたことはありませんか？日頃の何気ない会話で耳にしたり、口にしたりしてい
るこのような言葉は「ルッキズム」と呼ばれる偏見にあてはまります。
　「ルッキズム」とは外見を意味する「Looks」と、主義を意味する「ism」を合わせ
た造語であり、日本語では「外見至上主義」と訳されることが多いです。人の外見の
みを重視して判断したり、容貌や容姿を理由に差別的な扱いをしたりすることを指し
ます。ルッキズムの歴史は意外と古く、1970 年ごろにアメリカで体型の多様性を尊重
することを訴える「ファット・アクセプタンス運動」が起こりました。これは、太っ
ているというだけで尊厳を傷つけられてきたことへの抗議行動であり、そこから「ルッキズム」という
概念が生まれました。
　このような背景のあるルッキズムは現在、人々にさまざまな弊害をもたらし差別や格差を助長するこ
とがあります。
①心身への影響
　「痩せている＝美しい」といった価値観に縛られ、摂食障害に陥ることがあります。安易に「痩せたほ
うがいい」と口出しすることでもルッキズムに当てはまります。日々の何気ない言動によって知らず知
らずのうちに相手を傷つけているかもしれません。
②社会的な影響
　人材採用の場面において、「顔採用」と呼ばれるような不適切な評価を行っている場合があります。外
見によって評価や機会に差が生まれている状況は「平等」とは言えず、多様な人材が正しく活躍できな
い社会を生み出してしまいます。
　ルッキズムは日常生活の中に数多く潜んでいます。誰もが外見にとらわれず、一人一人が自分らしく
力を発揮でき、多様性を認め合う社会をつくりましょう。

　６月 23 日月～ 29 日日は男女共同参画週間です

性別にかかわらず職場や学校、地域でそれぞれの個性と能力が
発揮できる社会の実現を目指しましょう

【男女共同参画に関する相談窓口】

就
労

福岡県ママと女性の就業支援センター
☎５３３‐６６３７

【受付時間】　月～金・午前10時～午後６時
（祝日・年末年始を除く）

Ｄ
Ｖ

福岡県配偶者暴力相談支援センター
☎２０１‐２８２０

【受付時間】　月～金・午前８時30分～午
後5時15分（祝日・年末年始を除く）

男
女
差
別

北九州市立男女共同参画センター「ムーブ」
☎５８３‐３６６３

【受付時間】　火～日・午前９時30分～午
後５時（祝日、毎月最終木曜日、年末年
始を除く）

そ
の
他

福岡県男女共同参画センター「あすばる」
☎〈０９２〉５８４‐１２６６

【受付時間】　火～日、月（祝日のみ）・午前
９時～午後4時30分（８月13日～15日、
年末年始を除く）、金（祝日を除く）のみ
午後６時～８時30分も受け付け



知っていますか？肥満・肥満症・
メタボリックシンドロームの違い

▷問い合わせ　健康づくり係（☎２２３‐３５３３）

★�肥満・肥満症・メタボリックシンドロームを予防するセルフケア
　肥満・肥満症とメタボリックシンドロームの改善策は、減量です。摂取エネルギーが消費エネルギーを上回る
と脂肪が増え、体重が増加します。食事や運動の生活習慣を見直して自分に合ったセルフケアに取り組みましょう。
●食事
　極端な食事制限だけでは栄養不足になり、筋肉が減ったり骨がもろくな
ったりするなど悪影響です。また、リバウンドもしやすくなります。
①規則正しく食事をとる
◦食事は決まった時間にとり、１日３食を心掛けよう
◦朝食を食べて 1日を元気に始めよう
◦夜遅くの食事は体重増加の原因に
⇒�夕食が遅くなる時は、昼食と夕食の間に軽い食事をとり、夜遅くには脂っこいものや量をたくさん食べない
ようにしよう
②栄養バランスを整える
◦タンパク質は、肉やチーズなどよりも魚や大豆製品を摂取するようにしよう
◦一汁三菜（主菜、副菜２品、汁物）をそろえよう
◦野菜（野菜、海藻類、きのこ類）をしっかり食べよう。目安は生野菜だと両手に 3杯。小鉢にすると 5皿
③ゆっくり食事をする
◦しっかり噛んで満足感アップ
◦まずは最初の 1口をゆっくりよく噛んでみよう
④飲酒量を減らす
◦ �1 日の摂取量の目安は、ビールなら中瓶 1本、日本酒は 1合、ワインは 1/4 本が目安
◦週に２日は飲まない日をつくるようにしよう。お酒にも糖質やエネルギー、食欲増進作用があります。
●運動
　有酸素運動は脂肪を燃焼し、肥満を改善する効果が期待されます。筋肉を増やしてくれる効果もあり、増え
た筋肉によって代謝の良い太りにくい体になります。今より１日 10分多く運動することを１年間続けると 1.5
～ 2.0 ㎏の減量効果が期待されます。長く続けられる運動を習慣化することが大切です。

　肥満
脂肪が体に
蓄積し、体
重が増加し
た状態。肥
満指数（BMI〈Body 
Mass Index〉）が 25
以上の状態。病気で
はありません。

★�肥満・肥満症・メタボリックシンドロームとは？

肥満

●�健康状態に悪影響が出ている
●�内臓脂肪がたくさん蓄積している

　肥満症
　病院での治療が必要

内臓脂肪の蓄積
腹囲男性＝85cm・女性＝90cm以上

高血圧、脂質異常、高血糖の
いずれか２つを併せもった状態

メタボリックシンドローム
（＝内臓脂肪症候群）

満腹感は、食事開始から 20分以上
たって感知されはじめるよ！
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あしや

健
幸な町

★１人で続けることが難しい人は
　「芦屋町食生活改善推進会」では、
健康や栄養に興味のある人が集まっ
て、学びながら芦屋町の健康づくりの
サポートを行っています。健康づくり
を広げる活動に参加しながら健康にな
りませんか。興味のある人は健康づく
り係まで問い合わせてください。

★健康情報満載のサイトが
　できました
【ふくおか健康ポイント＋

プラス
】

　日々の暮らしがち
ょっと健康に、ちょ
っと楽しくなるよう
運動や健康に関する
おトクな話がたくさ
んつまった情報サイ
トです。
　日々の健康づくりでポイントが貯ま
る「ふくおか健康ポイントアプリ」と
あわせて、活用してみませんか。「ふ
くおか健康ポイントアプリ」では、芦
屋町限定のおトクな抽選会も開催して
います。

ふくおか健康ポイント+
ホームページ

ふくおか健康ポイント
アプリ（App Store 用）

ふくおか健康ポイント
アプリホームページ

ふくおか健康ポイント
町ホームページ

ふくおか健康ポイント
アプリ（Google Play用）

○ハンセン病は、どんな病気ですか？
　ハンセン病は、結核菌と同じ仲間の細菌「らい菌」
によって引き起こされる感染症の一種です。感染し
発病すると、主に手足の末梢神経が麻

ま ひ
痺し、汗が出

なくなったり、熱や痛みを感じにくくなります。ま
た治療法がない時代は、体の一部が変形するといっ
た後遺症が残ることがありました。
　昭和 18（1943）年に、アメリカで「プロミン」
という薬の有効性が判明し、日本でもプロミンによ
るハンセン病の治療が始まりました。現在は3種類
の飲み薬を併用する治療法が主流となり、らい菌は
短期間で感染力を失います。ハンセン病は早期に発
見し、適切な治療を行えば、顔や手足に後遺症を残
すことなく治る病気です。
　また、らい菌の毒性と感染力は非常に弱く、たと
え感染しても発病することはほとんどなく、現在の
日本の衛生状態や医療状況、生活環境を考えると、
らい菌に感染しても、ハンセン病になることはほと
んどありません。
○どうして差別や偏見を受けたのですか？
　かつては治らない病気とされていたこと、また病
気が進行すると手足や顔といった人目に付きやすい
部分に変形が生じるといった後遺症が残ることから
恐れられていました。
　さらに国が定めた「らい予防法」に基づく隔離政
策により、警察や保健所などが患者を強制的に療養
所へ収容する様子が、ハンセン病は怖い病気だとい
う「誤った知識」を社会に根づかせ、ハンセン病に
対する偏見や差別が大きくなった原因のひとつとな
りました。この隔離政策はハンセン病が薬で治る病
気となった後も平成８（1996）年まで続けられまし
た。
　「らい予防法」が廃止された今もなお、ハンセン病
に対する誤解や偏見が社会には残っています。その
ため、私たち一人一人がハンセン病に関する正しい
知識と理解を持つことが、これまで長く続いてきた
偏見や差別をなくす第一歩です。そして、二度と同
じ過ちを繰り返さないためにも、ハンセン病への誤
解や誤った隔離政策に端を発するハンセン病問題に、
関心を持ち続けて、偏見や差別をなくしていきまし
ょう。

差別をなくすために  第 480 号

　ハンセン病を正しく理解しましょう

　芦屋町人権・同和教育研究協議会
　▷問い合わせ　社会教育係
　（☎２２３‐３５４６）
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「
こ
ど
も
に
お
手
伝
い
の
機
会
を

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」

　

こ
ど
も
が
あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
る

と
、
保
護
者
の
姿
を
見
て
マ
ネ
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
洗
濯
物

を
た
た
ん
だ
り
、
料
理
を
し
た
り
し
て
い

る
時
に
「
や
り
た
い
」
と
言
う
場
面
も
出

て
く
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
お
手
伝
い

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
ど
も
に
頼
む
と
き
に
は
注
意
す
べ

き
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
お
手
伝

い
を
頼
む
う
え
で
保
護
者
が
気
を
つ
け
る

べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

①�

最
初
は
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、

お
手
本
を
見
せ
る

　

こ
ど
も
に
言
葉
だ
け
で
伝
え
て
も
、

分
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最

初
は
お
手
本
を
見
せ
、
や
り
方
を
説
明

し
、
一
緒
に
し
て
み
せ
て
、
そ
の
後
こ

ど
も
に
任
せ
ま
し
ょ
う
。

②�

時
間
が
か
か
っ
て
も
任
せ
た
お
手
伝

い
は
最
後
ま
で
さ
せ
る

　

任
せ
た
お
手
伝
い
は
最
後
ま
で
見
守

り
ま
し
ょ
う
。
途
中
で
代
わ
る
と
、
こ

ど
も
は
達
成
感
が
得
ら
れ
ず
、
責
任
感

も
中
途
半
端
に
な
り
ま
す
。

③�

「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る

　

お
手
伝
い
に
よ
っ
て
、
助
か
っ
た
こ

と
や
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
で
、

こ
ど
も
は
達
成
感
や
喜
び
を
感
じ
自
信

や
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

④�

失
敗
し
て
も
叱
ら
ず
こ
ど
も
の
気
持

に
寄
り
添
う

　
お
手
伝
い
を
失
敗
し
た
場
合
は
、
そ
の

時
は
叱
ら
ず「
大
丈
夫
、ま
た
手
伝
っ
て
ね
」

と
声
を
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
失
敗
し

て
が
っ
か
り
、
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
い
る
こ

ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
ま
し
ょ
う
。

⑤�

安
全
に
留
意
し
、
無
理
な
お
手
伝
い

は
頼
ま
な
い

　
台
所
や
洗
濯
物
を
干
す
場
所
な
ど
、
こ

ど
も
に
と
っ
て
危
険
な
場
所
も
あ
る
の
で
、

安
全
に
は
十
分
留
意
し
ま
し
ょ
う
。
こ
ど

も
の
ス
キ
ル
と
や
る
気
を
見
な
が
ら
、
順

に
難
易
度
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
ど
も
の
頃
に
行
う
お
手
伝
い
は
、

大
人
に
な
り
生
活
し
て
い
く
上
で
必
要

な
自
立
心
を
養
う
大
切
な
行
為
で
す
。

こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す
た
め

に
も
ぜ
ひ
、
お
手
伝
い
の
機
会
を
つ
く

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽ �問い合わせ　社会教育係 
（☎２２３‐３５４６）

すくすく育て
あしやっ子
NO.195

　

３
月
１
日
、

り
ー
ど
ぼ
ら
ん

て
ぃ
あ
キ
ッ
ズ

の
活
動
報
告

会
・
修
了
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

活
動
報
告
会

で
は
、
班
ご
と

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
感
じ

た
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
な
ど
、
活
動
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
見
守
る

中
、
緊
張
し
な
が
ら
も
堂
々
と
発
表
し

て
い
ま
し
た
。

　
修
了
式
で
は
、

１
年
間
活
動
を

行
っ
て
き
た
キ

ッ
ズ
に
、
活
動

認
定
証
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
キ

ッ
ズ
の
保
護
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、こ
ど
も
の
変
化
や
成
長
で
は
、「
積

極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
」
や

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
上

手
に
な
っ
た
」

な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
ど

の
よ
う
な
活
動

を
希
望
す
る
か

で
は
、「
も
の

づ
く
り
体
験
」

や
「
地
域
の
人

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
と

の
交
流
」、「
芦

屋
町
の
文
化
に
関
す
る
こ
と
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
キ
ッ
ズ
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
と
お
し
て
、
責
任
意
識

や
自
主
性
が
芽
生
え
て
き
た
よ
う
で
す
。

り
ー
ど
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
キ
ッ
ズ

活
動
報
告
会
・
修
了
式

▽
問
い
合
わ
せ

　

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
１
）

り

ー

ど

通

信

№
57ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、

令
和
７
年
度
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
理
解
を
深
め
、
こ
ど
も
の
自
主

性
を
育
み
、
成
長
に
繋
が
る
体
験
研

修
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。
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夏
休
み
学
童
ク
ラ
ブ
利
用
受
付

　

就
労
な
ど
で
保
護
者
が
日
中
家
庭
に

い
な
い
児
童
を
対
象
に
、
夏
休
み
期
間

中
の
（
新
規
）
利
用
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽�

開
設
日
時　
７
月
19
日
土
～
８
月
23

日
土
・
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時

30
分

※�

日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
13
日
水
、
14

日
木
、
15
日
金
は
休
み
で
す
。

▽�

対
象　
町
内
の
小
学
校
に
通
っ
て
い

て
、
夏
休
み
期
間
中
、
日
中
、
保
護

者
が
家
庭
に
不
在
の
児
童

※�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
調
整
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

保
育
料　
７
月
＝
４
０
０
０
円
、

　
8
月
＝
６
０
０
０
円

※
減
額
・
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

※�

お
や
つ
代
１
日
１
０
０
円
が
別
途
必

要
で
す
。

▽�

申
込
期
間　
６
月
2
日
月
～
13
日
金

※�

必
ず
期
間
内
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

入
会
申
込
書
、

保
護
者
の
勤
務
先
の
就
労
証
明
書
、

同
意
書
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
８
０
０

円
（
今
年
度
初
め
て
入
会
の
場
合
）

な
ど

※�

証
明
書
の
様
式
は
、
各
学
童
ク
ラ
ブ

と
健
康
・
こ
ど
も

課
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
子
育
て
支
援
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
７
）
へ

子
育
て

学童クラブ
ホームページ

　

６月の日曜開館日　8 日、22 日

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前のこどもと保護者です。
⃝問い合わせ　芦屋町子育て支援センター 
　「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

♥ぽんちゃんのにこにこ絵本

　 ▽ �とき　６月 2日月・午前 11時～ 11時 30分
♥おゆずり会・交換会
　�　家で使わなくなった洋服・おもちゃ・絵本・ベビー
用品などを譲ったり交換したりしませんか。
　※詳しくはたんぽぽスタッフに問い合わせてください。

　 ▽ �とき　６月 9日月～ 14日土
♥�吉村じいちゃんと絵本マミーの絵本タイム

　 ▽ �とき　６月 20日金・午前 11時～ 11時 30分
♥ベビーマッサージ（限定 10組）

　 ▽ �とき　６月 24日火・午前 10時～ 11時
　※ 6月 10日火から予約開始です。
　 ▽持ってくるもの　バスタオル、水分補給の飲み物
♥育児相談
　�【離乳食・栄養の話】
　管理栄養士による栄養指導と進め方相談

　 ▽ �とき　６月 10日火・午前 10時～ 11時
　�【たんぽぽ相談】保健師・管理栄養士による相談
　� 　６月の相談日はありませんが、気になることがあ
れば、気軽に電話してください。
　※次回は、７月８日火です。

　　みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　６月 18日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館　和室
※�たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを
用意して待っています。

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp広報あしや　2025.6⑰



児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

忘
れ
ず
に

　

現
況
届
は
、
令
和
４
年
度
以
降
、
原

則
と
し
て
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
一
部
の
受
給
者
は
引
き
続
き

提
出
が
必
要
で
す
。

▽�

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
人

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①�

離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
し
て

い
る
人

②�

芦
屋
町
に
こ
ど
も
の
戸
籍
や
住
民
票

が
な
い
人

③�

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ
り
、
住

民
票
の
住
所
地
が
芦
屋
町
に
な
い
人

④�

未
成
年
後
見
人
、
施
設
受
給
者
、
里

親
の
受
給
者

⑤�

そ
の
ほ
か
、
芦
屋
町
か
ら
提
出
の
案

内
が
あ
っ
た
人

▽�

提
出
方
法

　

�

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
人
に
は
、
６

月
に
芦
屋
町
か
ら
現
況
届
を
送
付
し
ま

す
。
必
要
書
類
を
添
え
て
郵
送
ま
た
は

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
７
）

ぱ
く
ぱ
く
料
理
教
室

離
乳
食
・
幼
児
食
作
り
体
験

　

大
人
の
食
事
を
作
り
な
が
ら
、
こ
ど

も
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
取
り
分
け
離
乳

食
・
幼
児
食
作
り
を
学
び
ま
す
。
託
児

が
あ
り
ま
す
の
で
、

マ
マ
・
パ
パ
た
ち
と

ゆ
っ
く
り
料
理
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

調
理
後
は
こ
ど
も

も
一
緒
に
楽
し
い
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
で
す
。

※�

１
歳
６
カ
月
未
満
用
の
離
乳
食
は
保

護
者
の
試
食
の
み
で
す
。

▽�

と
き　

６
月
6
日
金
・
午
前
９
時
15

分
（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後

１
時

▽�
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�
対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
就
学
前

の
こ
ど
も
と
保
護
者

▽�

定
員　
８
組

▽�

参
加
費　
大
人
４
０
０
円
、
食
事
を

す
る
こ
ど
も
１
５
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
（
貸
し
出
し
あ
り
）

▽�

申
し
込
み　

５
月

30
日
金
ま
で
に
、

２
次
元
コ
ー
ド
か

ら
。
ま
た
は
、
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
２
３
‐

３
５
７
７
）
へ

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！

講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
あ
な
た
の
血
液
は
サ
ラ
サ
ラ
？
ド
ロ

ド
ロ
？
保
健
師
・
管

理
栄
養
士
に
よ
る
講

話
や
、
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
の
試
食

を
行
い
ま
す
。
健
康

の
こ
と
を
み
ん
な
で

学
び
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　
6
月
24
日
火
・
午
前
10
時
（
９

時
45
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後
0

時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
健
診
結
果
表
ま

た
は
血
液
検
査
結
果
、
筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

6
月

17
日
火
ま
で
に
2

次
元
コ
ー
ド
か
ら
。

ま
た
は
健
康
づ
く

り
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
３
）
へ

特
定
不
妊
治
療
費
（
先
進
医
療
）

支
援
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

　

特
定
不
妊
治
療
と
併
用
し
て
全
額
自

費
で
実
施
さ
れ
る
「
先
進
医
療
」
に
か

か
る
治
療
費
の
一
部
を
、
福
岡
県
不
妊

に
悩
む
方
へ
の
先
進
医
療
支
援
事
業
に

上
乗
せ
し
て
助
成
し
ま
す
。

▽��

対
象
者　

●�

福
岡
県
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
先
進
医
療

支
援
事
業
の
助
成
決
定
を
受
け
た
人

●�

令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
に
治
療
を

開
始
し
た
人

●�

夫
婦
の
双
方
、
ま
た
は
一
方
が
町
の
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

※
そ
の
ほ
か
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
な

　
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

▽�

対
象
治
療　
特
定
不
妊
治
療
と
併
用

す
る
先
進
医
療

▽�

助
成
金
額　
先
進
医
療
に
か
か
っ
た

費
用
の
２
割
（
上
限
２
万
円
）

▽�

助
成
期
限　
令
和
９
年
３
月
31
日
水

※�

令
和
９
年
３
月
31
日
水
ま
で
に
治
療

が
終
了
し
、
９
年
４
月
30
日
金
ま
で

に
福
岡
県
へ
交
付
申
請
し
て
い
る
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽�

必
要
書
類　

●�

福
岡
県
か
ら
発
行
さ
れ
た
助
成
金
の

交
付
決
定
通
知
書
の
写
し

●�

芦
屋
町
特
定
不
妊
治
療
費
（
先
進
医

療
）
支
援
助
成
金
申
請
書

●�

芦
屋
町
特
定
不
妊
治
療
費
（
先
進
医

療
）
支
援
助
成
金
交
付
申
請
者
調
書

●�

振
込
口
座
確
認
書
類
（
通
帳
の
写
し
）

●�

治
療
に
要
し
た
領
収
書　
な
ど

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
か
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
（
☎
２

２
３
‐
３
５
７

７
）

申し込みフォーム

特定不妊治療費
ホームページ

子
育
て

・
健
康

申し込みフォーム

広報あしや　2025.6 ⑱



人
権
生
活
相
談

　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

６
月
5
日
木
＝
橋は
し
も
と本 

求も
と
む相
談
員

◎�

６
月
19
日
木
＝
土ど

い肥
孝た
か
あ
き明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎��

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　

６
月
17
日
火
・
午
後
１
時
30

分
～
4
時
30
分
（
時
間
指
定
不
可
）

▽�

と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽�

定
員　
６
人
（
組
）（
事
前
申
し
込
み

先
着
順
）

▽
相
談
時
間　
1
人
（
組
）
約
30
分

※�

申
し
込
み
は
、
一
つ
の
相
談
内
容
に

つ
き
1
枠
で
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

係
争
中
の
案
件
や
刑
事
事
件
に
関
す

る
相
談
、
同
一
・
同
種
の
案
件
の
反

復
的
・
継
続
的
な
相
談
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

▽�

申
し
込
み　
６
月
2
日
月
か
ら
、
庶

務
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）
へ

特
設
人
権
相
談

　

人
権
や
法
律
の
問

題
で
困
っ
て
い
る
人

は
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

６
月
12
日

木
・
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
役
場
4
階

▽�

相
談
内
容　

家
庭
、
相
続
、
登
記
、

戸
籍
、
金
銭
、
い
じ
め
・
不
登
校
の

人
権
問
題
な
ど

▽�

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

▽�

相
談
料　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

※�

事
前
に
相
談
内
容
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
度
第
１
回

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽�

募
集
住
宅　
県
内
に
所
在
す
る
県
営

住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
に
記
載
）

▽�

募
集
案
内
配
布
期
間　
５
月
26
日
月

～
６
月
10
日
火

※�

募
集
案
内
は
環
境
住
宅
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

▽�

受
付
期
間　
６
月
2
日
月
～
10
日
火

▽�

申
し
込
み　
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社

県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課
（
☎
〈
０

９
２
〉
７
８
１
‐
８
０
２
９
）
へ

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

■
夏
期
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
補
助
員

▽�

任
期  

７
月
19
日
土
～
８
月
30
日
土（
更

新
な
し
）

▽
募
集
人
数 　
7
人
程
度　

▽�

業
務
内
容

◎���

児
童
の
保
育
（
宿
題
や
遊
び
の
見
守

り
、
お
や
つ
な
ど
飲
食
の
準
備
）

◎���

支
援
員
の
補
佐
（
お
楽
し
み
会
の
運

営
な
ど
）

◎���

児
童
の
生
活
指
導
（
集
団
生
活
の
支

援
、
事
故
防
止
）

▽�

勤
務
時
間　
午
前
７
時
30
分
～
午
後

６
時
30
分
で
４
～
７
時
間
程
度
（
シ

フ
ト
制
、
週
35
時
間
程
度
）

▽��
勤
務
形
態　
週
５
日
程
度
（
月
～
土
）

▽�
報
酬　
時
給
１
2
1
5
円　

▽�

保
険　
労
災
保
険
あ
り 

▽����

応
募
要
件　
高
校
生
不
可

▽�

申
込
期
限
（
必
着
）　
6
月
20
日
金

■
事
務
補
助
員
（
企
画
係
）

▽�

任
期　

�

７
月
14
日
月
～
11
月
30
日
日

▽
募
集
人
数　
1
人

▽��

業
務
内
容　

�　

�

国
勢
調
査
に
関
す
る
業
務
（
調
査
書

類・用
品
準
備
、調
査
シ
ス
テ
ム
操
作
、

電
話
応
対
な
ど
）

▽�

勤
務
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
休
憩
60
分
）

▽��

勤
務
形
態　
週
4
日
程
度
（
土
日
祝

日
休
み
）

▽�

報
酬　
日
給
7
8
9
2
円

▽�

保
険　
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
あ
り

�

▽����

応
募
要
件　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
入
力
、

端
末
操
作
な
ど
）、
窓
口
、
電
話
応
対

が
で
き
る
こ
と

▽�

申
込
期
限
（
必
着
）
6
月
16
日
月

●
共
通
事
項

▽�

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
人
事
係
（
☎
２
２
３
‐

３
５
７
４
）
へ

※�

申
込
書
は
、
総
務
課
窓
口
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

※�

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
一
般
職
と

し
て
地
方
公
務
員
法
の
各
規
定
（
守

秘
義
務
、
職
務
専
念
義
務
、
懲
戒
処

分
な
ど
）
が
原
則
適
用
と
な
り
ま
す
。

相
談
・
募
集
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遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
職
員
募
集

▽
採
用
人
数
（
予
定
） 　
2
人

▽�

採
用
予
定
日　
10
月
1
日
水

▽�

職
種　
一
般
事
務
職

▽�

応
募
要
件　
昭
和
60

年
4
月
2
日
～
平
成

19
年
4
月
1
日
に
生

ま
れ
た
人

※�

詳
し
く
は
職
員
採
用

試
験
案
内
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�

勤
務
時
間　
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
７
時
間

45
分
）

※
配
属
先
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▽�

給
料
（
参
考
）　

大
卒
22
万
円
（
4
月

1
日
現
在
）

※�

職
歴
な
ど
に
よ
り
加
算
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▽�

申
込
期
間　
5
月
8
日
木
～
6
月
13

日
金

▽�

申
込
方
法　
遠
賀
・
中
間
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
総
務
課
庶
務
係
に
申

込
書
と
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
な
ど
は
遠
賀
・
中
間
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
第
1
次
試
験
内
容　

　
S
P
I
3
（
総
合
適
性
検
査
）

▽�

第
1
次
試
験
期
間　
6
月
20
日
金
～

7
月
6
日
日

▽�

問
い
合
わ
せ　
遠
賀
・
中
間
地
域
広

域
行
政
事
務
組

合
総
務
課
庶
務

係
（
☎
２
9
３

‐
３
５‌

8
1
）

令
和
7
年
度
住
民
税

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

６
月
5
日
木
に
住
民
税
納
税
通
知
書

を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
住
民
税
は
、

６
月
、
８
月
、
10
月
、
翌
年
１
月
の
４

回
に
分
け
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納付期限

６
月

6
月
30
日
月

８
月

９
月
1
日
月

10
月

10
月
31
日
金

翌
年
１
月

翌
年
2
月
2
日
月

※�

口
座
振
替
に
よ
る
引
き
落
と
し
日
は
、

各
納
付
月
の
25
日
（
土
日
祝
日
の
場

合
は
、
翌
銀
行
営
業
日
）
で
す
。
口

座
の
残
高
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
課
税
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
４
）、
納
税
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
５
）

▽ �申込期限　６月13日金

▽ �申し込み　芦屋町観光協会（☎２２１‐１００１）
※月曜日を除く、午前９時から午後５時までです。
※土日祝日に勤務できる人を歓迎します。
※�面接日以外の日でも面接できます。まずは、電話で連絡してください。

業務内容 採用
人数 勤務期間 勤務形態

（シフト勤務） 勤務時間 賃金
（時給） 面接日

海水浴場監視業務
・�海水浴場の遊泳者安全監視、応急救護
など

５人
程度 ７月 5日土

～
８月31日日

週２日から ９：00～ 18：00の内、
６～８時間

1000 円から
（経験者優遇）

６月　
14日土
15日日

駐車場料金徴収員
・�来場車両の料金徴収業務、開閉門作業
など

10 人
程度 週３日から ７：00～ 20：00の内、

６～８時間 1000 円 随時

プール監視業務
・プールの遊泳者安全監視、応急救護など

40 人
程度 ７月10日木

～
８月31日日

週３～ 5日

8：00～ 19：00の内、
６～８時間 1030 円から

（経験者優遇）

６月　
14日土
15日日

プール受付業務
・チケット販売、忘れもの対応など

15 人
程度

８：30～ 18：30の内、
６～８時間

随時
清掃員

・プール場内外の清掃、ごみの回収
５人
程度

７月9日水
～

9月1日月
７：30～ 16：00の内、
６～８時間 1030 円

 レジャープール アクアシアンで一緒に働きませんか

広域行政事務組合
ホームページ

お
知
ら
せ

募
集

広報あしや　2025.6 ⑳



芦
屋
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　

総
務
大
臣
か
ら
4
月
1
日
付
け
で
工く

藤ど
う

良り
ょ
う
い
ち
一
さ
ん
が
、
芦
屋
町
担
当
の
行
政

相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員

は
、
社
会
的
な
信

望
が
あ
り
、
行
政

運
営
の
改
善
に
理

解
と
熱
意
を
有
す

る
人
を
総
務
大
臣

が
委
嘱
す
る
も
の
で
す
。
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
行
政

の
仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係

行
政
機
関
へ
の
通
知
な
ど
の
仕
事
を
無

報
酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
2
水
曜
日
に
午
後
1
時
か
ら

4
時
ま
で
、
中
央
公
民
館
で
行
政
相
談

所
を
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

ラ
ブ
ア
ー
ス
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

２
０‌

2
5
を
行
い
ま
す

　

美
し
い
海
岸
を
守
り
、
海
に
注
ぐ
河

川
を
守
る
た
め
、
ラ
ブ
ア
ー
ス
・
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
２
０
２
５
を
行
い
ま
す
。

家
族
や
近
所
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

６
月
8
日
日
・
午
前
８
時
か

ら
1
時
間
程
度

※�

雨
天
中
止
。
中

止
の
場
合
は
、

午
前
７
時
以
降

に
各
区
長
に
電

話
連
絡
し
ま
す
。

▽�

清
掃
場
所　

各

区
の
回
覧
板
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
参
加
す
る
場

合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

芦
屋
町
人
権
講
演
会

▽�

と
き　
7
月
4
日
金
・
午
後
６
時
30

分
～
８
時
（
受
け
付
け
は
午
後
６
時

か
ら
）

▽�

と
こ
ろ　
あ
し
や
夢
リ
ア
ホ
ー
ル

▽�

演
題　
「
中
途
失

明
を
乗
り
越
え
て

～
盲
導
犬
ユ
ウ
ゴ

と
笑
い
を
届
け
る

噺は
な
し
か家　
桂
文
太
」

▽�

講
師　
桂　
文
太
さ
ん
（
落
語
家
）

▽�

参
加
費　
無
料

※
送
迎
バ
ス
・
託
児
が
あ
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
広
報
あ
し
や
7
月
号
の
折

り
込
み
チ
ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
6
）

緊急地震速報の訓練放送
　Ｊアラートを活用した全国一斉の緊急地震速
報訓練が行われます。訓練当日は、戸別受信機
と防災行政無線による訓練放送が流れます。
※�実際の災害と間違えないよう、注意してくだ
さい。

▽ �とき　６月18日水・午前10時ごろ

▽放送内容
　♪ 上りチャイム音 ♪
　�「こちらは、芦屋町です。ただ今か
ら訓練放送を行います」
　♪ 緊急地震速報チャイム音♪
　�「緊急地震速報。大地震です。大地
震です。これは訓練放送です」×
３回　「こちらは、芦屋町です。こ
れで訓練放送を終わります」♪
　下りチャイム音 ♪

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

芦屋町大雨洪水避難訓練
　芦屋町では、洪水や土砂災害の発生に備え、
大雨洪水避難訓練を行います。
　この訓練は、防災情報の伝達確認、避難行動
の習得を目的として行うもので、訓練当日は、
戸別受信機、ふくおか防災ナビ・まもるくんに
よる訓練情報の伝達を行います。
※実際の災害と間違えないよう、注意してください。

▽ �とき　６月21日土

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

訓練情報の伝達
午前9時 30分ごろ

・  戸別受信機の訓練放送
・  �ふくおか防災ナビ・まもるくん
の配信

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp広報あしや　2025.6㉑



芦
屋
釜
の
里

水
無
月
特
別
呈
茶

　

あ
じ
さ
い
が
咲
く
庭

園
の
風
情
を
楽
し
み
な

が
ら
抹
茶
を
一
服
い
か

が
で
す
か
。

▽�

と
き　
６
月
7
日
土

～
8
日
日
・
午
前
10

時
～
午
後
４
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�
内
容　
和
菓
子
と
抹
茶
に
よ
る
呈
茶

※
お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

上
生
菓
子
は
１
日‌

1
2
0
個
ま
で
で
す
。

▽�

参
加
費　
18
歳
以
上
7
０
０
円
、
小
・

中
・
高
校
生
4
０
０
円
（
入
館
料
・
呈

茶
料
）、未
就
学
児
3
０
０
円（
呈
茶
料
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
5
8
8
1
）

八は
っ
さ
く朔
の
わ
ら
馬
づ
く
り
講
習
会

　

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
八

朔
行
事
は
、
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
行
わ
れ
る
芦
屋
町
の
伝
統
行

事
で
す
。
一
緒
に
八
朔
の
わ
ら
馬
を
作

り
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

６
月
15
日
日
・
午
後
１
時
～

３
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
歴
史
民
俗
資
料
館　

多
目
的
室

▽�

講
師　
筑
前
芦
屋

だ
ご
び
ー
な
と
わ

ら
馬
の
会

▽�

定
員　
10
人
（
事
前

申
し
込
み
先
着
順
）

※�

小
学
２
年
生
以
下

の
参
加
に
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。

▽�

参
加
費　
18
歳
以
上
2
0
0
円
、
小
・

中
・
高
校
生
1
０
０
円
（
入
館
料
）

▽�

申
し
込
み　
６
月
1
日
日
～
8
日
日
・

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
に
芦
屋
歴

史
の
里
（
☎
２
２
２
‐
２
５
５
５
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

中
央
公
民
館
講
座

●�

バ
バ
ち
ゃ
ん
の
ジ
ジ
（
時
事
）
放
談

～
一
刀
両
断
斬
り
捨
て
御
免
～

　

7
月
に
は
参
議
院
議
員
選
挙
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
破
自
民
党
政

権
の
命
運
を
か
け
た
戦
い
の
結
果
を

予
測
し
ま
す
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
台
湾
、
北

朝
鮮
の
諸
問
題
に
ど
う
対
応
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。
一
方
、
今
年
は
「
昭

和
1
0
0
年
」
に
あ
た
り
ま
す
。
こ

の
1
0
0
年
の
出
来
事
を
振
り
返
り

ま
す
。

▽�

と
き　

６
月
14
日
土
・
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
馬
場 

周
一
郎
さ
ん
（
元
西
日

本
新
聞
社
総
理
官
邸
担
当
記
者
）

▽�

定
員　
60
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
５
月
27
日
火
か
ら
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
電
話
（
☎
２

２
２
‐
１
６
８
１
）
ま
た
は
中
央
公

民
館
窓
口
へ

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●
瞑め
い
そ
う想
の
た
め
の
ペ
ン
画
講
座

　

ペ
ン
で
曼ま
ん
だ
ら

荼
羅

（
幾き
か
が
く

何
学
模
様
）

を
描
い
て
、
額
入

り
の
作
品
を
作
る

講
座
で
す
。
集
中

し
て
幾
何
学
模
様

を
繰
り
返
し
描
く
こ
と
で
、
瞑
想
の
効

果
が
得
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽�

と
き　
6
月
22
日
日
・
午
後
１
時
～

３
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

▽
対
象　
中
学
生
以
上

▽�
定
員　
10
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
３
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

申
し
込
み　
5
月
31
日
土
～
6
月
15

日
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
電

話
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
ま
た

は
中
央
公
民
館
窓
口
へ　

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。 

※�

一
度
の
申
し
込
み
で
、
最
大
参
加
者

２
人
ま
で
受
け
付
け
で
き
ま
す
。

▷対象　町内の団体・企業、公共的団体など
▷注意　町が特定の個人、政党、宗教団体を支持していると
　誤解が生じる場合や、雨天時の屋外では使用できません。
▷�申し込み　ホームページにある借用申請書を
　シティプロモーション係（☎２２３‐３５７１）ヘ

お
知
ら
せ

アッシー着ぐるみ無料貸し出し

広報あしや　2025.6 ㉒



マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバーカードの申請
や受け取りができない人のために、次の日程で休
日窓口を開設します。

▽ �とき　６月15日日・午前８時30分～正午
※�急きょ中止になる場合は、
　ホームページに掲載します。

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、申
請書貼付写真（ない場合は、申請時に無料で撮
影）、通知カード、本人確認書類、住民基本台
帳カード（持っている人のみ）
　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、本人確
認書類、住民基本台帳カード（持っている人のみ）
※�本人確認書類は、公的機関が発行した免許証な
どの顔写真付きは１点、健康保険証などの顔写
真がないものは２点必要です。不明な場合は問
い合わせてください。
※手続きは本人のみできます。
※�証明書の発行や転入・転出の異動の受け付けな
どは行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で日没～
午後９時ごろに夜間飛行訓練を行います。
※天候不良の場合は翌日以降が予備日です。

と　き 予備日

ジェット機 ６月9日月・
10日火

11日水・12日木・
16日月～19日木

救難ヘリコプター
救難捜索機 毎週月・火曜日水・木・金曜日

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

ホームページ

みんなのねんきん 

　令和 7年４月分（6月 13 日支払い分）からの
国民年金受給額（基礎年金）は、法律の規定により、
令和 6年度と比べて原則１. ９％引き上げられま
す。また、年金生活者支援給付金額は６年度と比
べて２. ７％増額改定されます。
　年金の金額は、6月上旬に送付される年金振込
通知書で確認してください。

▽ �問い合わせ　ねんきんダイヤル
　（☎０５７０‐０５‐１１６５）

� 令和 7年４月からの年金額

　町では、生ごみの減量化・資
源化の取り組みとしてダンボー
ルコンポストを利用してくれる
モニターを募集します。
　ダンボールコンポストの中
で、生ごみは微生物により分

解され、数カ月後には家庭菜園などに利用できる堆
肥へと変わります。
　興味がある人は、気軽に問い合わせてください。

▽ �対象　町内に住んでいる人でアンケート調査に協
力してくれる人

▽募集人数　５人程度

▽ �申し込み　６月 30 日月までに環境・公園係（☎
２２３‐３５３８）へ

家庭で簡単にできる生ごみリサイクル！

ダンボールコンポスト （無料）ダンボールコンポスト （無料）
利用モニター募集利用モニター募集

広報あしやに、広告を掲載しませんか
　「広報あしや」では、事業所や会社、店舗などの広
告を有料で掲載しています（制限事項あり）。
▷規格　白黒で１枠 87× 50㎜（この記事の枠内）
▷掲載料金　１枠 1万円で、２月以上掲載が条件
▷�申し込み　掲載希望号の２カ月前の１
日までに申込書をシティプロモーショ
ン係（☎２２３‐３５７１）へ

選べる出前講座 50 種類以上
　講座メニューの中から皆さんが聞きたい内容を選ん
でください。町職員が話をお届けします。
▷�メニュー配布場所　役場 2階企画政策課窓口、中央・
芦屋東・山鹿公民館、町民会館
▷�対象　原則として町内に在住、在勤する 5人以上の
団体やグループ
▷�申し込み　開催日の 20日前までに
　申込書をシティプロモーション係
　（☎２２３‐３５７１）へ

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp広報あしや　2025.6㉓
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地域おこし協力隊とは？
　人口減少や高齢化などが進む地方で、地域外の人を受け
入れ、地域協力活動を行ってもらい、その地域への定住・
定着を図ることで、地域力の維持・強化を図っていくこと
を目的とした制度です。

▽ �問い合わせ　シティプロモーション係　（☎２２３‐３５７１）

　芦屋町の歴史をたくさん描きたい
な、と描いているものを振り返る
と、私の成長の歴史にもなっていま
した。
　当初の Instagramの投稿や広報
の記事を見返すと、未熟な部分がた
くさん見えてきて恥ずかしいなと思
う分、私の目も技術も成長した証な
のかな？と思えて来ます。たくさん
描かせてもらい、いろいろなことを
勉強させていただき、感謝ばかりで
す。協力隊の任期は折り返し地点を
過ぎましたので、残りの期間はより
多くの歴史や文化を描きたいと思い
ます。
【プチ情報】
　令和６年に八朔のわら馬講習会に
参加した時のマンガをクリアファイ
ルにして芦屋町歴史の里で販売して
います。かわいいデザインに仕上が
っているので芦屋町のお土産や、仕
事にいかがでしょうか。いつか 6号
が著名なマンガ家になったらプレミ
アが付くか？！皆さん、ぜひ買って
みてください。
▷販売場所　芦屋歴史の里
▷販売価格　１５０円（税込）
▷�問い合わせ　芦屋歴史の里（☎２
２２‐２５５５）

脇
わ き た

田 彩
あ ゆ み

友美
福岡県糟屋郡出身の芦屋町地域おこし協力隊 6 号
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芦
屋
の
地
層
と
化
石
③

　

新
人
学
芸
員
が
、
芦
屋
町
の
歴
史

を
基
本
か
ら
探
る
不
定
期
連
載
第
5

回
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回
で
、
芦

屋
の
地
層
と
化
石
は
最
終
回
で
す
。

●
飛
べ
な
い
鳥
プ
ロ
ト
プ
テ
ル
ム
の
化
石

　

芦
屋
層
群
で
見
つ
か
っ
た
化
石
の
中

で
特
に
有
名
な
の
が
、海
鳥
の
「
プ
ロ
ト

プ
テ
ル
ム
」で
す
。
約
４
１
０
０
万
年
前

に
北
太
平
洋
域
に
生
息
し
、約
1
５
０
０

万
年
前
に
絶
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
プ
ロ
ト
プ
テ
ル
ム
は
、
体
長
が

約
１
３
０
㎝
あ
る
「
鵜う

」
に
似
た
大
き

な
鳥
で
す
。
プ
ロ
ト
プ
テ
ル
ム
は
鳥
の

仲
間
で
す
が
、
空
を
飛
べ
ず
、
ペ
ン
ギ

ン
の
よ
う
に
水
中
を
泳
ぐ
た
め
、「
ペ
ン

ギ
ン
モ
ド
キ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

●
サ
メ
の
歯
の
化
石

　

芦
屋
層
群
か
ら
は
、
サ
メ
の
歯
の
化

石
が
見
つ
か
り
ま
す
。
普
通
は
1
㎝
ほ

ど
の
小
さ
な
歯
の
化
石
で
す
が
、
最
大

7
㎝
の
も
の
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、「
カ
ル
カ
ロ
ド
ン
」
と

い
う
サ
メ
の
歯
で
、
現
代
の
ホ
ホ
ジ
ロ

ザ
メ
の
仲
間
で
す
。
現
代
の
ホ
ホ
ジ
ロ

ザ
メ
の
歯
の
大
き
さ
約
4
㎝
と
比
べ
る

と
、
カ
ル
カ
ロ
ド
ン
が
い
か
に
大
き

な
サ
メ
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

●
骨こ
つ
し
つ質
歯し

鳥ち
ょ
う
る
い
類
の
化
石

　
「
骨
質
歯
鳥
」
と
は
、
ペ
リ
カ
ン
の

仲
間
で
両
翼
の
長
さ
が
6
ｍ
あ
る
海
鳥

で
す
。
約
５
６
０
０
万
年
前
に
生
息

し
、
人
類
が
出
現
す
る
２
０
０
万
年
前

に
絶
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ペ
リ
カ
ン
の
よ
う
な
大
き
な
く
ち
ば
し

に
、
歯
の
よ
う
に
ギ
ザ
ギ
ザ
と
し
た
突

起
が
並
ん
で
い
る
こ
と
が
、
名
前
の
由

来
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
全

国
7
カ
所
の
地
点
か
ら
化
石
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。
芦
屋
層
群
で
は
、
水

巻
町
の
地
点
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

●
ク
ジ
ラ
の
化
石

　

芦
屋
層
群

と
同
じ
３
０

０
０
万
年
前

は
、
現
代
型

の
ク
ジ
ラ
が

出
現
し
た
時

代
で
す
。
現
代
の
ク
ジ
ラ
は
、
シ
ロ
ナ

ガ
ス
ク
ジ
ラ
な
ど
の
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
（
髭

鯨
）
類
や
、マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ

な
ど
の
ハ
ク
ジ
ラ
（
歯
鯨
）
類
に
分
類

さ
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
も
３
０
０
０
万
年

前
、芦
屋
層
群
と
同
じ
時
代
に
出
現
し
て

い
ま
す
。
こ
の
時
代
の
ク
ジ
ラ
化
石
が

た
く
さ
ん
見
つ
か
る
場
所
は
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
や
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
、

北
九
州
地
方
な
ど
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
全
3
回
で
お
届
け
し
た
、芦
屋
の
地
層

と
化
石
は
い
か
が
で
し
た
か
。
歴
史
の

里
で
は
、
芦
屋
層
群
の
化
石
を
展
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

㉕

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
四
十
九

芦屋町公式ＬＩＮＥ

△クジラの椎
ついたい
体の化石

△芦屋歴史の里マスコット
　プロトプテルム

△カルカロドンの歯の化石

編

集
後
記

▼
14
～
15
ペ
ー
ジ
に
は
、
肥
満・肥
満

症
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

も
最
近
、
運
動
す
る
機
会
が
減
り
20

代
前
半
と
比
べ
て
お
な
か
が
出
て
き

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

歩
く
歩
数
を
増
や
し
た
り
、
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
と
っ
た
り
し
て
健

康
で
長
生
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
く
お
か
健
康
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
を

入
れ
て
い
る
と
、
運
動
す
る
の
が
お

っ
く
う
に
な
っ
て
も
ポ
イ
ン
ト
を
貯

め
る
ま
で
頑
張
ろ
う
、
と
い
う
気
持

ち
に
な
る
の
で
皆
さ
ん
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

�

（
手
塚
）

▼
24
ペ
ー
ジ
に
あ
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
コ
ラ
ム
に
脇
田
さ
ん
の
マ
ン

ガ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
i
n
s
t
a
g
r
a

ｍ
（
あ
し
や
ま
ち
ま
ん
が
）
に
も

町
の
歴
史
や
日
常
な
ど
の
マ
ン
ガ

を
掲
載
し
て
お
り
、
マ
ン
ガ
で

芦
屋
町
を
分
か
り
や
す
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
脇
田
さ
ん
の

i
n
s
t
a
g
r
a
m
を
フ
ォ
ロ
ー

し
て
、芦
屋
町
の
歴
史
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。芦
屋
町
の
景

色
が
い
つ
も
と
変
わ
っ
て
見
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　

�

（
篠
塚
）
△あしやまちまんが



花火大会の屋外出店には
届け出が必要です
　火災予防条例と消防署の指導などにより、花火大会当
日（７月 26日土）に私有地を含む屋外で露店（物品販売）
営業を行う場合、実行委員会への届け出が必要です。こ
の届け出などに関する説明会を行いますので、出店を予
定している人は必ず参加してください。
▷�とき　６月４日水・午後２時から
▷ところ　芦屋町商工会館２階
※�この説明会は、商工会や観光協会が花火大会での出店
をあっせん、割り振りするものではありません。

▷�問い合わせ　芦屋町観光協会（☎２２１‐１００１）

広報あしや／●毎月１回（25 日）発行　●芦屋町役場企画政策課シティプロモーション係  ☎ 093（223）3571 〒 807-0198  福岡県遠賀郡芦屋町幸町２-20
●印刷　社会福祉法人福岡コロニー

芦屋町オリジナル
ポロシャツを販売します
　町のＰＲのため、オリジナルポロシャ
ツを販売します。
　下記の販売場所で購入することができ
ます。素材はメッシュ生地です。
※�売り切れる場合があります。

▽ �価格　１着１３００円（消費税込み）

▽ �色　ネイビー、ダークグレー

▽ �サイズ　ＳＳ、Ｓ、Ｍ、Ｌ、ＬＬ、３Ｌ、
４Ｌ

▽販売期間　６月１日日～９月 30日火

▽販売場所
　⃝芦屋町観光協会（☎２２１‐１００１）
　⃝�生き活き市場GoodSmile はまゆう
（☎２２３‐２５２５）

　⃝てのや商店（☎２２３‐００５０）
　⃝福島スポーツ店（☎２２３‐１７２３）
　⃝�マリンテラスあしや（☎２２３‐１
０８１）

※役場では販売しません。
▷�問い合わせ　シティプロモーション係
（☎２２３‐３５７１）

前（色：ダークグレー）
　芦屋町の夏の風物詩、大正時代から続く伝統の花
火大会を今年も行います。詳しくは、来月発行され
る広報あしや７月号やチラシを確認してください。

▽ �とき　７月 26日土・午後８時から
※少雨決行、順延はありません。

▽ �ところ　福岡県遠賀郡芦屋町遠賀川河口付近
▷�問い合わせ　あしや花火大会実行委員会（芦屋町
観光協会）（☎２２１‐１００１）

後（色：ネイビー）

袖

今年も開催！今年も開催！
あしや花火大会 2025!あしや花火大会 2025!


